
ふかまちのまど(R7-9-0827t (003) 

  

     
    盆

行
事
の
お
礼 

  
 

深
町
連
合
町
内
会 

 
 
 
 

  

文
化
部
長 

天
木 
雅
之 

 

８
月
１５
日
（
金
）
に
盆
行
事
を
無
事
に

終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

太
鼓
踊
り
保
存
会
の
皆
様
に
よ
る
太
鼓

踊
り
の
披
露
か
ら
始
ま
り
、
フ
ジ
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
の
演
奏
、
そ
の
後
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
盆
踊
り
を
多
く
の
方
に
踊
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
を
盛
大
に
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
去
年
好
評
で
し
た
ふ

わ
ふ
わ
ド
ー
ム
も
設
置
し
子
供
達
の
喜
ぶ

声
が
響
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

             

た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
有
意
義
な
盆
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
準
備
か
ら
当

日
進
行
、
後
片
付
け
と
、
町
内
会
役
員
、

各
種
団
体
、
電
気
配
線
等
で
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
年
度
の
活
動
も
１０
月
に
町
民
運
動
会
、 

１１
月
に
敬
老
会
と
行
事
は
続
き
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

     
   

 子
ど
も
を
み
ん
な
で 

  
 

守
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

深
小
の
子
供
は 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
午
後
３
時
半
頃
に 

下
校
し
ま
す
。 

日
に
よ
り
下
校
時
間
が 

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 
 

○
近
く
で
、
遠
く
で
、
み
ん
な
で 

 

見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
あ
い
さ
つ 

 
  

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う 

  
 

  

      
 

   

三
原
市
・
月
例 

タ
ー
ゲ
ッ
ト 

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

           

三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
月
例
大
会
が
、
８
月
２３

日
（
土
）
に
１５
名
の
参
加
で
深
町
・
城
山

コ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

１
位 

 
 
 
 

林 

洋
祐 

２
位 

 
 
 
 

井
上 

幸
子 

３
位 

 
 
 
 

山
内 

好
己 

 
 

ベ
ス
グ
ロ
６９ 

 
 

井
上 

幸
子 

 

２
人
組
戦
１
位 

 

林 

洋
祐 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
井 

茂
子 

  
 

 
 

 
 

 
 

船
本 

雄
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
上 

キ
ヨ
コ 

（
同
ス
コ
ア
の
た
め
、
１
位
が
２
組
） 

 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

井
上 

幸
子 

 

※
選
手
の
敬
称
略 

 

次
回
の
月
例
大
会
は
、
９
月
２０

日

（
土
）
に
、
行
い
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 

事
務
局 

山
内 

好
己 

    

買
い
物
レ
シ
ー
ト
投
函
の
お
礼 

  
 

三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

船
本 

雄
三 

 
 朝

晩
は
涼
し
く
な
り
、
皆
様
に
は
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
平

素
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協

会
へ
、
格
別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
度
も
、
ニ
チ
エ
ー
中
之
町
店
に
お

き
ま
し
て
７
月
末
ま
で
の 

３
ヶ
月
間
レ
シ
ー
ト
の
投
函
に
、
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

投
函
の
ご
厚
意
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
活
動
費
と
し
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

         
   

                
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
力
者
一
同 

 

町
内
の
方
か
ら
材
料
を
ご
提
供
い
た

だ
き
、
「
大
人
の
塗
り
絵
」
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
塗
り
始
め
る
と
集
中

し
て
無
口
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
趣
の
あ
る
仕
上
が
り
で
し
た
。 

７
月
の
終
わ
り
か
ら
８
月
に
か
け
て

深
の
盆
踊
り
を
練
習
し
ま
し
た
。
８
月

15
日
の
盆
行
事
で
は
、
み
ん
な
と
楽
し

く
踊
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

盆
行
事
開
催
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
  

水
曜
日
１０
時
～
１１
時
３０
分 

・ 

３
日
：
歌
、
ゲ
ー
ム 

・
１０
日
：
ハ
ン
ド
ベ
ル 

・
１７
日
：
脳
ト
レ
、
ボ
ッ
チ
ャ 

・
２４
日
：
茶
話
会 

 

★
毎
回
最
初
の
３０
分
は
「
い
き
い
き

体
操
」
で
す
。 

 

持
っ
て
く
る
も
の 

・
飲
み
物
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

・
長
い
タ
オ
ル
（
体
操
に
使
い
ま
す
） 

 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
の
様
子
を 

 

発
信
し
て
い
ま
す
。 

 

https://w
w

w.instagram
.com

/fuka
m

achi.ochanom
a/ 

 

問
い
合
わ
せ
先
（
安
藤
） 

090-5265-3855 
               

 
      

 
     

山 

垣 

内 

治 

子 

様 
  

九
十
二
歳 

（
下
組 

三
班
） 

 
 

 

八
月
十
四
日 

     

◆
小
学
校 

 

▼
始
業
式 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
   

１
日 

 

▼
委
員
会  

 
 

 
 

 
 
  

 

３
日 

 

▼
ＳＣ
来
校  

 
 

 
 

 
 

 
 
   

 

１０
日 

 

▼
放
課
後
こ
ど
も
教
室 

 
   

１１
日 

 

▼
地
域
公
開
参
観
日 

 
 
   

１９
日 

 

▼
宿
泊
体
験
活
動
（
５
年
） 

  

２５
・

２６
日 

 
 ◆

如
水
館
中
学
・
高
校 

 

▼
教
育
実
習
開
始
（
中
・
高
） 

 
 

中
３
学
力
診
断  

 
 

 
  

１
日 

▼
中
３
午
前
の
み
授
業
（
結
団
式
） 

２
日 

▼
身
だ
し
な
み
・
授
業
チ
ェ
ッ
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

２９
～

４
日 

▼
中
３
学
習
旅
行 

 
 

 
 

３
～
７
日 

 

性
教
育
講
演
会 

 
 
 

 

指
定
校
（
１
次
）・
枠
制
限
（
１
次
） 

 

申
込
み
締
切
り
（
高
） 

 
 

３
日 

▼
学
力
推
移
調
査
（
１
・
２
年
） 

６
日 

▼
中
３
生
徒
休
業
日 

指
定
校
（
１
次
）・
枠
制
限
（
１
次
） 

校
内
選
考
試
験
（
高
） 

 
 

８
日 

▼
進
路
講
演
会
（
高
） 

 
   

１０
日 

▼
第
一
回
ベ
ネ
ッ
セ
・ 

駿
台
共
通
テ
ス
ト
模
試
（
高
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１１
・

１２
日 

▼
指
定
校
（
２
次
）・
枠
制
限
（
２
次
） 

申
込
み
締
切
り
（
高
） 

 
    

１７
日 

▼
学
校
推
薦
型
申
込
み
締
切
り
（
高
） 

 

水
明
祭
準
備
（
中
・
高
） 

 

１９
日 

▼
水
明
祭 

 
 

 
 

 
 

 
 

２０
日 

▼
到
達
度
テ
ス
ト
（
高
１
・
２
）

２２
日 

▼
指
定
校
（
２
次
）・
枠
制
限
（
２
次
） 

 

校
内
選
考
試
験
（
高
） 

 
 

 
 

２４
日 

▼
南
部
地
区
大
会
（
中
）  

２７
・

２８
日 

▼
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク 

２９
～
３
日 

 

 
    

       

ご
み
の 

 

ポ
イ
捨
て
は
だ
め 

 

ご
み
の
な
い 

 

き
れ
い
な
ま
ち
に 

 
 

 
 

 
   

犬
の
フ
ン
は 

 

飼
い
主
が 

 責
任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に
期
待
し
ま
す
。 

  

ふ
か
ま
ち
の
ま
ど 

発

行

元 

連

絡

先 

第

号 

深
町
連
合
町
内
会 

「アドレスは８月より変更になりました」
https://fuka.miharaweb.com 

連
合
町
内
会
活
動
報
告 

９
月
の
予
定 

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
だ
よ
り

深
町
各
種
団
体
九
月
行
事
予
定 

深
町
子
ど
も
を
守
る
会 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
だ
よ
り 

蓮の花 ユウガオ 

.

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

稲穂 
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ど
り
ぃ
む
だ
よ
り 

  
 

 
 

 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む 

 
 
 
 
 

三
原
市
中
之
町
６
丁
目
３１
番
１
号 

 
 

 
 

 
 

電
話 
６１‐

４
４
１
０ 

 

災
害
への
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？ 

 

台
風
な
ど
の
雨
が
多
く
降
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
日

ご
ろ
の
準
備
が
大
切
で
す
。 

 

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
ど
こ
に
、
誰

と
、
ど
う
や
っ
て
避
難
す
る
か
、
何
を
持

っ
て
避
難
す
る
か
普
段
か
ら
意
識
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
ご
家
族
や
ご
近
所
の
人
と
災
害
時
の
こ

と
を
話
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の
家

が
ど
こ
に
あ
る
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
も
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

                          

万
一
の
と
き
、
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
自
主
防
災
組
織
や
近
所
の
人
に
申
し

出
て
、
協
力
を
依
頼
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

家
の
中
の
安
全
対
策 

室
内
の
安
全
性
を
高
め
る
：
家
具
等
が

倒
れ
な
い
よ
う
留
め
金
を
付
け
る
。 

        

こ
れ
だ
け
は
準
備
し
て
お
き
た
い
！ 

 

□
飲
料
水
（
一
日
1.5
～
３
ℓ
三
日
分
） 

□
加
熱
が
不
要
な
食
品 

□
毛
布 

□
タ
オ
ル 

□
下
着
・
靴
下 

□
防
寒
着
・
雨
具 

□
ポ
リ
袋 

□
薬
・
お
薬
手
帳
・
薬
の
説
明
書 

□
歯
ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
洗
浄
液 

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ 

□
懐
中
電
灯 

□
ラ
ジ
オ 

□
乾
電
池 

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ 

□
家
族
写
真
・
情
報 

□
マ
ス
ク 

□
食
品
包
装
フ
ィ
ル
ム 

□
メ
ガ
ネ 

□
携
帯
電
話
・
充
電
器 

                                     

９
月
の
別
名
・
旧
暦
名
「
長
月

（
な
が
つ
き
）」
の
意
味
と
由
来
、 

９
月
の
風
物
詩 

 

旧
暦
で
は
９
月
の
こ
と
を
「
長
月
（
な

が
つ
き
）」
と
呼
び
ま
す
。 

９
月
が
「
長
月
（
な
が
つ
き
）」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
由
来
と
、
９
月
の
風

物
詩
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

９
月
の
別
名
「
長
月
（
な
が
つ
き
）」 

の
由
来
と
意
味 

 

夏
の
暑
さ
も
落
ち
着
き
、
少
し
ず
つ
夜

が
長
く
な
っ
て
く
る
９
月
。「
秋
の
夜
長
」

と
も
よ
く
言
い
ま
す
ね
。 

「
長
月
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
そ
の
長

く
な
っ
て
い
く
夜
を
指
し
て
「
夜
長
月
」

と
呼
ん
だ
の
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
旧
暦
の
季
節
の
感
覚
は
ひ
と
月

ほ
ど
は
や
い
で
す
か
ら
、
実
際
に
は
現
在

の
１０
月
頃
の
気
候
を
差
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
長
く
な
っ
て
い
く
夜
に
季
節
を

感
じ
る
の
は
、
昔
の
人
も
同
じ
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。 

ま
た
、
こ
の
時
期
は
秋
雨
で
雨
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、「
長
雨
月
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
長
雨
月
」
が
変
化
し
て

「
長
月
」
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。 ９

月
の
別
名
に
は
他
に
も
、
稲
刈
月

（
い
な
か
り
づ
き
）、
稲
熟
月
（
い
な
あ
が

り
つ
き
）、
穂
長
月
（
ほ
な
が
つ
き
）
と
言

っ
た
よ
う
に
稲
が
実
る
こ
と
を
さ
し
た
呼

び
名
も
あ
り
、
こ
れ
が
変
化
し
て
「
長
月
」

に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
確

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一
番
有
力
な
の
は
「
夜
長
月
」
が
変
化

し
た
と
い
う
説
の
よ
う
で
す
。 

 

９
月
の
そ
の
他
の
別
名 

 

・
夜
長
月
（
よ
な
が
づ
き
） 

・
稲
刈
月
（
い
な
か
り
づ
き
） 

・
稲
熟
月
（
い
な
あ
が
り
づ
き
） 

・
菊
月
（
き
く
づ
き
） 

・
菊
咲
月
（
き
く
さ
づ
き
） 

・
色
取
月
（
い
ろ
ど
り
づ
き
） 

・
紅
葉
月
（
も
み
じ
つ
き
） 

・
季
秋
（
き
し
ゅ
う
） 

・
晩
秋
（
く
れ
の
あ
き
・
ば
ん
し
ゅ
う
） 

・
暮
秋
（
ぼ
し
ゅ
う
） 

 

稲
の
収
穫
を
表
す
呼
び
名
の
ほ
か
に
、

菊
が
咲
く
時
期
を
示
す
呼
び
名
、
秋
が
深

ま
っ
て
木
の
葉
が
色
づ
く
様
子
を
表
す
呼

び
名
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
。 

季
秋
（
き
し
ゅ
う
）
と
い
う
の
は
、
秋

の
末
、
晩
秋
と
い
う
意
味
で
す
。
晩
秋
、

暮
秋
も
同
じ
意
味
で
す
ね
。 

９
月
で
晩
秋
と
は
早
い
感
じ
が
し
ま
す

が
、
旧
暦
の
季
節
感
は
現
在
の
暦
で
い
う

と
約
ひ
と
月
早
い
の
で
、
実
際
に
は
１０
月

の
秋
の
深
ま
っ
た
頃
を
指
し
ま
す
。 

 

９
月
の
風
物
詩 

 

二
百
十
日
（
に
ひ
ゃ
く
と
お
か
）・ 

二
百
二
十
日
（
に
ひ
ゃ
く
は
つ
か
） 

 

二
百
十
日
・
二
百
二
十
日
と
い
う
の
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

立
春
の
日
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
二
百

十
日
（
９
月
１
日
ご
ろ
）
と
二
百
二
十
日

（
９
月
１１
日
ご
ろ
）
の
こ
と
を
差
し
ま
す
。 

今
の
よ
う
に
台
風
の
予
測
が
で
き
な
か

っ
た
昔
の
人
々
は
、
毎
年
台
風
が
襲
来
し

や
す
い
二
百
十
日
と
二
百
二
十
日
を
厄
日

と
し
て
警
戒
し
、
作
物
の
安
全
を
祈
願
し

て
き
た
の
で
す
。 

こ
の
日
が
ち
か
づ
く
と
、
今
で
も
日
本

各
地
で
作
物
を
台
風
か
ら
守
る
た
め
の

「
風
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。 

「
風
祭
り
」
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
奈
良
県
竜
田
神
社
の
「
竜
田
祭
」
、

新
潟
県
弥
彦
神
社
、
兵
庫
県
伊
和
神
社
の

「
風
鎮
祭
」
な
ど
で
す
。 

 白
露
（
は
く
ろ
） 

 

白
露
（
は
く
ろ
）
は
二
十
四
節
気
の
ひ

と
つ
で
、
９
月
８
日
ご
ろ
に
あ
た
り
ま
す
。 

白
露
は
秋
の
野
に
降
り
る
「
し
ら
つ
ゆ
」

の
こ
と
で
、
秋
の
気
配
の
深
ま
り
を
知
ら

せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
美
し
さ
か
ら
昔
か

ら
和
歌
に
多
く
歌
わ
れ
、
百
人
一
首
の

「
白
露
に
風
の
吹
き
し
く
秋
の
野
は
つ
ら

ぬ
き
と
め
ぬ
玉
ぞ
散
り
け
る
」
（
文
屋
康

秀
）
の
歌
は
代
表
的
な
も
の
で
す
。 

 

重
用
（
ち
ょ
う
よ
う
）
の
節
句 

 

９
月
９
日
の
「
重
陽
の
節
句
」
は
五
節

句
の
ひ
と
つ
で
、
菊
に
長
寿
を
祈
る
「
菊

の
節
句
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

偶
数
を
「
陰
」
、
奇
数
を
「
陽
」
と
考

え
る
陰
陽
五
行
説
で
は
、
奇
数
の
中
で
も

最
も
大
き
な
「
九
」
を
陽
が
極
ま
っ
た
数

字
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
九
」
が
重
な
る
９
月
９
日
を
「
重
陽
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
頃
は
ち
ょ
う
ど
菊
の
花
が
盛
り
を

迎
え
ま
す
。
菊
は
中
国
で
は
邪
気
を
祓
う

不
老
長
寿
の
妙
薬
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
９
月
９
日
に
菊
の
花
び
ら
を
う
か
べ
た

菊
酒
を
飲
み
交
わ
し
て
、
長
寿
や
無
病
息

災
を
願
い
ま
し
た
。 

こ
の
風
習
が
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ

り
、
重
陽
の
節
句
の
由
来
と
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 敬
老
の
日 

 

９
月
の
第
三
月
曜
日
は
「
敬
老
の
日
」

で
す
。 

「
敬
老
の
日
」
は
、
長
年
に
わ
た
り
社

会
や
家
庭
の
た
め
に
働
い
て
き
た
年
寄
り

を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
で
す
。 

も
と
も
と
は
１
９
５
１
年
に
定
め
ら
れ

た
「
と
し
よ
り
の
日
」
で
し
た
が
、
１
９

６
６
年
に
「
敬
老
の
日
」
と
し
て
国
民
の

祝
日
に
な
り
ま
し
た
。 

 秋
分
（
し
ゅ
う
ぶ
ん
） 

 

秋
分
の
日
（
９
月
２３
日
ご
ろ
）
は
、

二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
で
す
。 

春
分
の
日
と
同
様
に
、
昼
夜
の
長
さ
が

等
し
く
、
秋
分
を
過
ぎ
る
と
次
第
に
夜
の

ほ
う
が
長
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
頃

を
境
に
夏
の
暑
さ
も
治
ま
っ
て
い
き
、
秋

が
深
ま
り
は
じ
め
ま
す
。 

仏
教
で
は
「
秋
の
お
彼
岸
」
と
し
て
、

祖
霊
を
供
養
す
る
意
味
も
持
っ
て
い
ま
す
。 

 秋
の
お
彼
岸 

 
秋
分
の
日
（
９
月
２３
日
ご
ろ
）
と
そ

の
前
後
の
３
日
間
ず
つ
を
含
ん
だ
一
週
間

は
、「
秋
の
お
彼
岸
」
で
す
。 

春
の
お
彼
岸
と
同
様
に
、
西
方
の
極
楽

浄
土
と
現
世
が
最
も
近
く
な
る
頃
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
お
墓
や
仏
壇

を
き
れ
い
に
し
て
、
秋
の
収
穫
を
感
謝
す

る
と
と
も
に
先
祖
を
供
養
し
ま
す
。
お
供

え
物
と
し
て
、
春
の
お
彼
岸
は
「
ぼ
た
餅
」

を
備
え
る
の
に
対
し
、
秋
の
彼
岸
は
「
お

は
ぎ
」
を
備
え
ま
す
。 

春
は
牡
丹
の
花
が
、
秋
は
萩
の
花
が
咲

く
た
め
に
こ
う
呼
ば
れ
ま
す
が
、
実
際
に

は
同
じ
お
菓
子
で
す
。 

 十
五
夜 

 

中
国
で
は
、
旧
暦
の
７
月
を
初
秋
、
８

月
を
仲
秋
、
９
月
を
晩
秋
と
い
い
、
古
く

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
満
月
を
鑑
賞
す
る

習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
旧
暦
８

月
１５
日
の
満
月
は
「
仲
秋
の
名
月
」
と

呼
ば
れ
、
こ
の
月
を
愛
で
る
こ
と
が
も
っ

と
も
好
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
風
習
が
日
本

に
伝
わ
り
、
農
作
物
の
収
穫
を
祈
願
す
る

意
味
も
加
わ
っ
て
十
五
夜
の
月
見
が
広
ま

り
ま
し
た
。 

月
見
の
際
に
飾
る
ス
ス
キ
は
秋
の
七
草

の
ひ
と
つ
で
、
豊
穣
を
願
う
意
味
や
魔
よ

け
の
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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